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相良村議会議長
友田 政春

◇
平
成
28
年
５
月
12
日

　

郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会

　

友
田
議
長　

郡
議
長
会
長
併
任

◇
５
月
14
日

　

相
良
村
戦
没
者
慰
霊
祭

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◇
５
月
16
日

　

県
町
村
議
会
議
長
会
研
修

　
（
熊
本
市
）

◇
５
月
27
日

国
道
２
１
９
号
線
整
備
促
進
協

総
会
（
池
田
副
議
長
・
宮
崎
市
）

◇
５
月
30
日
〜
31
日

全
国
町
村
議
会
、
議
長
、
副
議

長
大
会
（
東
京
都
）

◇
６
月
３
日

相
良
村
防
災
会
議
（
議
長
、
高

岡
総
務
文
教
常
任
委
員
長
）

◇
６
月
14
日

相
良
村
議
会
は
、
県
町
村
議
会

事
務
局
へ
熊
本
地
震
の
義
援
金

10
万
円
を
託
し
た
。

◇
６
月
29
日

坂
本
人
吉
線
改
良
貫
通
促
進
協

総
会

（
議
長
、茂
吉
、出
席　

山
江
村
）

◇
６
月
30
日

　

人
吉
署
管
内
防
犯
協
会
総
会

　
（
人
吉
署
）

◇
７
月
７
日

　

相
良
村
民
生
委
員
推
薦
会

　
（
役
場
）

◇
７
月
11
日

相
良
人
吉
線
（
初
神
）
改
良
貫

通
促
進
協
総
会
（
山
江
村
）

◇
７
月
20
日
〜
22
日

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟
総
会
（
高
山
市
）

◇
７
月
23
日

国
・
県
議
員
・
市
町
村
長
、
議
長
、

意
見
交
換
会
（
錦
町
）

◇
７
月
26
日

人
吉
、
球
磨
管
内
各
協
議
会
合

同
総
会
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

◇
７
月
27
日

相
良
村
森
林
組
合
総
会

（
森
林
セ
ン
タ
ー
）

◇
７
月
28
日

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

（
熊
本
市
）

◇
７
月
31
日

郡
町
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
あ
さ
ぎ
り
町
）

◇
８
月
１
日

町
村
議
会
正
副
議
長
研
修
会

（
熊
本
市
）

◇
８
月
10
日

下
球
磨
町
村
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会
（
錦
町
）

注　

郡
町
村
議
会
議
長
会

　
　
（
毎
月
開
催
）

　
　

県
町
村
議
会
理
事
会

　
　
（
２
ヶ
月
１
回
開
催
）

議
長
報
告

議会義援金を手渡す　友田議長
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６月定例会６月定例会

平成28年第3回相良村臨時会報告
　平成28年第3回相良村臨時会が４月26日に招集され、承認1件平成27年度一般会計補正予算（第９号）、平成28
年度一般会計補正予算（第２号）、条例の制定及び一部改正10件、同意1件が提案され、慎重審議の結果下記の
とおり議決しました。
○承認案・・・承認可決
　承認第1号　平成27年度相良村一般会計補正予算（第9号）
　歳入歳出の総額に22万2千円を追加し、総額33億540万4千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で承認可
決しました。補正の主なものは次のとおりです。
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
村 税 334,689 △ 3,300 331,389 村民税（特別徴収）
利 子 割 交 付 金 435 △ 59 376 利子割交付金
地 方 交 付 税 1,774,039 3,581 1,777,620 特別交付税
歳 入 合 計 3,305,182 222 3,305,404

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

衛 生 費 91,344 222 91,566 循環型社会形成推進交付金事業返還金
歳 出 合 計 3,305,182 222 3,305,404
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。
○条例議案・・・原案可決
　議案第37号　相良村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第39号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第40号　相良村多子世帯入学祝金支給条例の制定について
　議案第46号　相良村有林立木の売却について
○条例議案・・・修正可決
　議案第38号　相良村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について修正可決
　　　　　　　村長の現在給与額　６０６，０００円を　７４６，０００円にする条例案。
　　　　　　　修正により　６０６，０００円を　６８２，０００円に修正し可決しました。
　議案第41号　平成28年度相良村一般会計補正予算（第2号）を修正可決
　平成28年度一般会計補正予算（第2号）は、32億9,013万5千円が提案されましたが、568万8千円を減額する修正
案が議会より提出され、慎重審議の結果、賛成6、反対2で修正案を可決しました。よって、平成28年度一般会計補
正予算（第2号）は、32億8,444万7千円となりました。
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　（単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
地 方 交 付 税 1,5701,059 50,000 1,620,059 普通交付税
使 用料 及び 手 数 料 33,290 1 33,291 畜産センタ－使用料
県 支 出 金 208,895 45,485 254,380 球磨川水系防災・減災ソフト対策事業補助金等
寄 付 金 1 2,500 2,501 ふるさと寄附金
繰 入 金 4 165,394 165,398 財政調整基金等
諸 収 入 8,730 210 8,940 特別弔慰金事務費
村 債 49,000 333,400 382,400 臨時財政対策債等
合　　　　　計 2,687,457 596,990 3,284,447 　

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議　　 会　　 費 58,366 600 58,966 議会中継システム等
総　　 務　　 費 459,427 74,599 534,026 庁舎改修工事等
民　　 生　　 費 779,955 17,106 797,061 老人クラブ連合運営補助金等
衛　　 生　　 費 232,229 28,387 260,616 健康診査委託料等
農 林 水 産 業 費 365,585 161,451 527,036 工事請負費等
商　　 工　　 費 2,567 14,109 16,676 商工振興補助金等
土　　 木　　 費 140,822 68,3521 209,174 測量設計業務委託料等
消　　 防　　 費 128,284 65,564 193,848 ヘリポ－ト整備工事等
教　　 育　　 費 210,309 166,685 376,994 照明工事請負等
災 害 復 旧 費 47 137 184 負担金等
合　　　　　計 2,687,457 596,990 3,284,447

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。
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６月定例会６月定例会
修正内容　７月より給食費全額補助とする提案を、
　　　　　中学校給食費　4,600円　補助金　2,600円　　保護者負担金　2,000円
　　　　　小学校給食費　4,000円　補助金　2,200円　　保護者負担金　1,800円
にする、修正内容です。
○同意・・・原案不同意
　同意第１号　特定非営利活動法人「日本で最も美しい村」連合への加入について

平成28年  第４回定例会
　平成28年第4回相良村定例会が6月8日から10日までの3日間開催され、繰越計算書の報告、平成28年度一般会
計予算及び特別会計の補正予算2件、条例の一部改正2件、人権擁護委員候補者の推薦1件が提案され、慎重審議
の結果、相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例については、賛成１、反対7で否決され、その他につい
ては原案どおり可決並びに適任として答申しました。
　一般質問には7人が登壇し、村長の考えを質しました。
○条例議案・・・原案可決
　議案第47号　相良村子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
○条例議案・・・原案否決
　議案第48号　相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制定について
○諮問・・・・・原案適任
　諮問第1号　人権擁護委員候補者（田上富子氏）の推薦　　　　　　
　議案第49号　平成28年度相良村一般会計補正予算（第3号）・・・・原案可決
　歳入歳出の総額に4,745万1千円を追加し、総額33億3,189万8千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で原案
のとおり可決しました。補正の主なものは次のとおりです。
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 282,243 6,626 288,869 
地域生活支援事業補助金
臨時福祉給付金事業補助金
社会保障・税番号制度システム整備費補助金

県 支 出 金 254,380 2,436 256,816 地域生活支援事業補助金
間伐等森林整備促進対策事業

寄 附 金 2,501 1,721 4,222 ふるさと寄付金（指定寄附金）
繰 入 金 165,398 4,121 169,519 地域振興基金（ふるさと寄附金）
繰 越 金 48,806 32,547 81,353
歳 入 合 計 3,284,447 47,451 3,331,898

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総 務 費 534,026 18,352 552,378 上四浦地区地域振興事業補助金
臨時福祉給付金

民 生 費 797,061 1,594 798,655 米寿祝い金
多子世帯入学祝金

衛 生 費 260,616 347 260,963 子ども医療システム変更業務委託

農林水産業費 527,036 4,808 531,844 間伐等森林整備促進対策事業
茶湯里プール棟天井改修監理業務委託

商 工 費 16,676 12,710 29,386 さがら産業文化祭運営費補助金
土 木 費 209,174 550 209,724 永江地区フラッゲ－ト巻上機修繕

消 防 費 193,848 7,270 201,118 消火栓ホ－ス格納箱塗替え
熊本地震被災者支援事業補助金（茶湯里）

教 育 費 376,994 1,820 378,814 体育館清掃
歳 出 合 計 3,284,447 47,451 3,331,898
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。
議案第50号　相良村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）・・・・・・・原案可決
議案第51号　相良村農業集落排水特別会計補正予算（第1号）・・・・・・・原案可決



　2016.8.10　第28号5

一 般 質 問

今
回
の
地
震
に
お
い
て
被
災

地
へ
の
支
援
状
況
は
。

４
月
18
日
と
20
日
に
高
森
町

へ
、
菊
陽
町
の
罹
災
証
明
申
請
受
付
業
務

及
び
大
津
町
の
災
害
廃
棄
物
受
入
業
務
に

毎
日
交
代
で
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
５
月

13
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
大
津
町
の
住
宅

の
応
急
修
理
相
談
受
付
業
務
へ
毎
日
交
代

で
職
員
２
名
を
派
遣
、
６
月
１
日
か
ら
３

日
間
、
益
城
町
の
避
難
所
へ
保
健
師
１
名

を
派
遣
し
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
地
震
が
あ
っ

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の

か
。

震
度
４
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
総
務
課
職
員
３
名
に
よ
る
警
戒
態

勢
を
と
り
、
警
報
の
伝
達
及
び
災
害
情
報

並
び
に
被
害
報
告
の
収
集
を
行
い
、
震
度

５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
全
職
員
で
災
害

対
応
の
活
動
を
行
う
。
自
ら
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
要

配
慮
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
本
人
の
同

意
を
得
た
後
、
区
長
・
民
生
委
員
・
消
防

署
・
警
察
署
等
に
名
簿
を
提
供
し
、
保
護

し
、
又
は
救
助
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
者
は

現
在
73
名
で
あ
る
。

陸
路
が
絶
た
れ
た
場
合
。

県
の
防
災
ヘ
リ
や
自
衛
隊
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
し
、
負
傷

者
、
要
介
護
者
、
妊
婦
等
の
救
出
及
び
食

糧
や
物
資
の
輸
送
を
行
う
。
村
内
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
発
着
指
定
の
箇
所
５
か
所
、
被

害
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。

四
浦
地
区
の
中
原
・
山
口
等

に
お
い
て
は
。情

報
の
収
集
や
伝
達
等
が
出

来
る
よ
う
、
椎
葉
・
中
原
・
山
口
の
各
集

落
に
衛
星
電
話
を
配
備
し
て
い
る
。

上
園
地
区
に
太
陽
光
が
あ
る

が
土
砂
災
害
が
生
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

事
前
予
防
と
い
う
の
が
一
番
の

対
応
法
、
村
と
し
て
の
方
策
で
は
な
か
ろ

う
か
。

商
工
会
館
か
ら
役
場
ま
で
の

歩
道
の
改
良
工
事
が
完
成
し
て
い
る
が
、

改
良
区
間
と
の
間
に
段
差
が
生
じ
て
い
る

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

今
年
度
中
に
段
差
解
消
の
舗

装
工
事
と
、
段
差
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
水

溜
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

雨
水
に
よ
る
水
溜
ま
り
防
止
の
漏
水
処
理

工
事
を
実
施
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
の
問
題
点
及
び
施
策
に

つ
い
て

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
支
援
と
高
齢
者
を
支
え
る
体

制
と
し
て
、
介
護
、
医
療
の
連
携
、
生
活

支
援
、介
護
予
防
の
充
実
の
必
要
が
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
お
き
ま

し
て
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
各
種

の
事
業
の
取
り
組
み
、
確
保
、
連
携
を
進

め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
質
問
内
容
の
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

市岡　智惠議員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

災
害
対
策
に
つ
い
て

事
前
予
防
と
い
う
の
が
一
番

の
対
応
法

ＱＡ

国
道
４
４
５
号
改
良
工
事
に

つ
い
て

今
年
度
中
に
段
差
解
消
と
漏

水
処
理
工
事
を
実
施

ＱＡ 村 

長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

建
設
課
長

独
居
老
人
の
方
へ
の
支
援
対

策
に
つ
い
て

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
担

い
手
の
確
保
が
必
要

ＱＡ

本
村
の
医
療
助
成
制
度
に
つ

い
て

高
校
生
ま
で
の
医
療
無
料
化

10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

ＱＡ

商工会館から役場までの歩道
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質
問
す
る
前
に
、
今
回
４

月
14
日
発
生
い
た
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に

際
し
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
熊

本
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
で
も
早
い
復

興
と
安
寧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
１

件
目
環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
９
月
に
質
問
し
た
中
で
奉
仕
活
動

を
な
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
の
感
謝
状

等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
個
人
又
は
団
体
に
ど
の
よ
う
に
表
彰

す
る
の
か
、
表
彰
規
定
の
制
定
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
検
討
中

と
い
う
こ
と
で
制
定
は
い
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

表
彰
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
協

議
は
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
相
良
村
に

表
彰
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
保
留
と

い
っ
た
形
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
件
目
と
し
て
川
辺
川
大

橋
右
岸
側
で
永
江
公
民
館
か
ら
下
流
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
堤
防
の
下
側

が
か
な
り
侵
食
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

状
態
で
放
置
さ
れ
ま
す
と
か
な
り
危
険
な

状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
箇
所
は

永
江
地
区
の
概
ね
中
心
部
に
辺
り
、
上
流

側
に
は
保
育
園
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

も
し
決
壊
し
た
場
合
甚
大
な
被
害
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。
早
急
な
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
国
交
省
や
県
の
方
に
要

望
、
働
き
か
け
を
願
う
も
の
で
す
。

河
川
管
理
者
の
熊
本
県
に
お

い
て
、
堤
防
補
強
や
改
修
等
の
治
水
対
策

に
お
き
ま
し
て
今
後
も
継
続
し
て
国
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。

２
点
目
と
し
て
、
村
内
に
は

四
浦
六
藤
地
区
、
広
瀬
地
区
、
川
辺
高
尾

野
地
区
、
永
江
大
柳
地
区
、
深
水
境
田
地

区
も
水
害
常
襲
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
堤

防
の
嵩
上
げ
等
々
の

考
慮
方
お
願
い
し
た

い
。

村
内
の

浸
水
常
襲
箇
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、
単
県

事
業
に
よ
っ
て
平
成

17
年
度
か
ら
継
続
的

に
河
床
掘
削
事
業
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、

浸
水
軽
減
を
図
っ
て

お
り
、
堤
防
の
嵩
上

げ
に
つ
い
て
は
、
国

と
協
議
を
進
め
な
が

ら
計
画
し
て
い
く
。

http://dr-cos.com
/

jpg/sm
ock00.jpg

環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
対
し

て
の
感
謝
状
等
に
つ
い
て

表
彰
規
定
の
策
定
に
つ
い
て
検

討
は
し
ま
し
た
が
ま
だ
検
討
中

ＱＡ

川
辺
川
河
川
改
修
等
に
つ
い
て

管
理
者
の
熊
本
県
に
お
い
て
治

水
対
策
に
つ
い
て
継
続
し
て
国

と
協
議
を
進
め
て
い
く

ＱＡ

総
務
課
長

村 

長

池
田
議
員

池
田
議
員

池田　勝吉議員

川辺川河川改修（永江橋下流）

建
設
課
長

建
設
課
長

池
田
議
員
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小善　満子議員

プ
ー
ル
棟
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
改

修
な
の
か
。今

回
の
地
震
に
よ
っ
て
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。７

月
８
月
は
、
茶
湯
里
に

と
っ
て
稼
ぎ
時
で
す
。
プ
ー
ル
が
あ
る
か

な
い
か
に
よ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
温
泉

も
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の
度
の
地
震
に
よ
っ

て
の
改
修
で
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
期
間

を
除
き
早
め
る
か
、
遅
ら
せ
る
か
の
考
え

は
無
か
っ
た
の
か
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
19
年
経
過
し

老
朽
化
し
て
お
り
、
以
前
、
天
井
か
ら
一

部
構
造
物
が
落
下
し
ま
し
た
。
３
月
に
村

長
選
挙
が
あ
っ
た
事
で
、
当
初
予
算
で
組

む
事
が
出
来
ま
せ
ず
、
補
正
の
方
で
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
ま
で

に
設
計
か
ら
施
工
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

９
月
以
降
に
や
れ
ば
い
い
と
言
う
事
で
あ

り
ま
し
ょ
う
が
、
利
用
者
の
皆
様
の
安
全

確
保
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
営
業
や
皆
様

方
の
利
用
を
優
先
さ
せ
る
事
は
出
来
な
い

と
言
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
温
泉
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
減
少
し
て
い
る

原
因
を
考
え
た
事
あ
り
ま
す
か
。

温
泉
施
設
に
限
ら
ず
、
全
体
的

に
利
用
者
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。

今
の
村
長
の
答
弁
に
よ
り
ま

す
と
、
全
体
的
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
事

は
、
球
磨
郡
内
の
温
泉
の
利
用
者
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
で
理
解
し
て
い

い
で
す
か
ね
。

　

温
泉
利
用
料
金
の
単
価
が
４
５
０
円
に

な
っ
た
の
で
減
少
し
た
事
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
が
い
な
く
て
も
温
泉
の
お
湯

は
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
す
。
単
価
を
安
く
し

て
利
用
者
を
増
や
す
方
法
の
考
え
は
有
り

ま
せ
ん
か
。そ

の
よ
う
な
考
え
は
現
在
の
と

こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

村
長
の
施
政
方
針
に
つ
い

て
。
村
長
は
８
年
間
村
政
に
携
わ
っ
て
来

ま
し
た
、
今
度
３
期
目
に
入
り
ま
す
が
、

現
在
、
東
京
都
知
事
に
つ
い
て
公
私
混
同

と
言
う
こ
と
で
大
変
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
相
良
村
の
村
長
に
お
い
て
も
、
公

私
混
同
の
行
政
執
行
を
行
わ
な
い
よ
う
に

今
後
注
意
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
公

用
車
の
使
用
、
国
会
陳
情
等
で
村
長
は
８

年
間
、
必
ず
１
日
余
分
に
宿
泊
さ
れ
て
東

京
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
い

う
よ
う
な
余
分
の
泊
ま
り
は
、
旅
費
の
無

駄
遣
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
村
長
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
出
張
を
探
り
出
し
、
出
張
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
役
場
に
行
く
の

で
す
が
、
村
長
室
は
閉
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
在
庁
の
時
が
少
な
い
。
私
が
見
る
限

り
、
し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
て
、
３
期
目

は
や
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
村

民
が
輝
く
村
づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
や
っ
て
い
る
の
か
。

公
私
混
同
と
出
張
の
件
で
す
ね
、

内
容
を
確
か
め
て
、
質
問
さ
れ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
前
の
村
長
と

違
い
ま
す
ん
で
、
し
っ
か
り
や
っ
て
お
り

ま
す
。
輝
く
村
づ
く
り
と
は
、
一
言
で
申

し
上
げ
る
な
ら
ば
、
村
民
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
た
め
、
輝
く
村
づ
く
り
に
な
り
ま

す
。

問
１　

ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ
茶
湯
里
の
改

修
及
び
運
営
に
つ
い
て

ａ
プ
ー
ル
棟
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
生
じ

た
改
修
な
の
か
。

ｂ
温
泉
利
用
者
は
減
少
し
て
い
な
い

の
か
。

ｃ
従
業
員
の
待
遇
改
善
の
考
え
は
な

い
の
か
。

問
２　

村
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

ａ
村
民
が
輝
く
村
づ
く
り
と
は
、
ど

の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ｂ
村
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く

の
先
人
の
功
績
や
考
え
を
尊
重
し

つ
つ
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
村

政
に
生
か
さ
れ
た
の
か
。

ｃ
職
員
に
あ
る
程
度
の
実
権
を
任
せ

る
行
政
指
導
を
し
て
き
た
の
か
。

問
３　

議
会
に
提
案
す
る
議
案
書
に
つ

い
て

ａ
議
会
に
提
案
す
る
議
案
の
内
容
に

誤
り
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後

提
案
す
る
議
案
の
内
容
に
誤
り
が

生
じ
な
い
よ
う
に
課
長
等
が
気
を

引
き
締
め
て
部
下
の
指
導
に
当
っ

て
欲
し
い
。

村 

長
村 

長

村 

長

村 
長

村 

長

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

茶湯里のプール
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そ
も
そ
も
ブ
ラ
ン
ド
と
は
ど

う
い
う
意
味
か
と
い
う
こ
と
で
お
尋
ね
し

た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
個
別
の
売

り
手
、
又
は
売
り
手
集
団
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
識
別
さ
せ
、
競
合
す
る
売
り
手
の

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
区
別
す
る
た
め
の
名

称
、
言
葉
、
記
号
・
シ
ン
ボ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
。
地
域
や
企
業

に
と
っ
て
は
、
信
頼
を
寄
せ
る
顧
客
が
商

品
等
の
購
入
時
の
商
品
選
択
に
お
い
て
、

安
定
的
且
つ
長
期
的
な
収
益
基
盤
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

相
性
の
良
く
な
る
村
、
お
茶

づ
く
り
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の

事
業
か
ら
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
か
。
と
い
う
こ
と
で
「
お
尋
ね
し
ま
す
」

相
性
の
良
く
な
る
村
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
相
性
の

良
く
な
る
村
の
お
茶
と
し
て
村
内
の
お
茶

農
家
と
協
議
し
な
が
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等

の
デ
ザ
イ
ン
や
、
試
行
的
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル

業
界
へ
の
売
り
込
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
産
者
、
総
務
企
画
情
報
係
・
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
茶
も
含
め
て
全
体
的
な
農

産
物
関
係
に
つ
い
て
ど
う
や
っ
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
行
か
れ
ま
す
か
。
村
長
、
お
願

い
し
ま
す
。農

業
関
係
の
支
援
に
つ
い
て
も

農
業
者
の
所
得
向
上
の
た
め
に
色
々
な
補

助
金
を
出
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
数
年
間

で
大
分
、
農
業
関
係
の
補
助
金
は
増
え
て

来
た
と
思
い
ま
す
。
補
助
金
は
確
か
に
農

家
の
支
援
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
て
も
根
本
的
に
農
家
の
所
得

が
上
が
る
仕
組
み
で
は
無
い
。
ブ
ラ
ン
ド

化
と
い
う
の
は
所
得
を
上
げ
る
た
め
の
仕

組
み
で
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
的
な
定
義

付
け
、
自
分
で
勝
手
に
考
え
て
み
た
ん
で

す
が
、
他
者
と
の
区
別
化
な
い
し
は
差
別

化
に
よ
り
、
自
己
の
優
位
性
、
信
頼
性
を

確
立
、
発
信
し
自
己
の
有
す
る
物
・
心
を

有
利
に
導
く
こ
と
、
そ
れ
が
私
の
ブ
ラ
ン

ド
化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
お
茶
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ

な
物
を
、
相
良
村
自
体
を
、
お
茶
で
は
な

く
っ
て
、
相
良
村
自
体
を
一
つ
の
企
業
、

相
良
ブ
ラ
ン
ド
と
は
ど
う
い

う
も
の
か

相
良
村
が
有
名
に
な
る
と
い

う
こ
と

ＱＡ総
務
課
長

村 

長

西
本
議
員

西
本
議
員

西本　巳喜男議員

カ
ン
パ
ニ
ー
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
頂
け

れ
ば
、
ま
た
更
に
分
か
り
易
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
違
っ
た
表
現
で
、

ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
を
す
る
と
で
す
ね
、

村
が
有
名
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

産
業
振
興
課
長

西
本
議
員

運動公園下 国道445号沿い
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ざ
い
ま
し
て
、
今
の
段
階
で
は
一
般
的
な

計
画
対
策
で
の
説
明
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

今
回
、
熊
本
地
震
で
問
題
と

な
っ
た
の
が
避
難
場
所
が
地
震
に
よ
り
被

災
し
利
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
指
定
場
所
の
強
度
の
確
認
を

し
て
い
た
だ
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

強
度
の
確
認
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
に

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
近
く
の

公
民
館
が
被
災
し
て
い
な
け
れ
ば
公
民
館

の
対
応
も
可
能
と
思
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守

る
た
め
に
訓
練
は
必
要
不
可
欠
と
思
い
ま

す
。
各
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
学
校
は
子
ど

も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
る
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
ん
だ
と
。
大
事
な
命
を
預
か
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
人
命
尊
重

を
第
一
に
考
え
万
全
を
期
し
て
安
全
確
保

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
々
の
教

育
活
動
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
経
営
案
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
熊
本
地
震
を

教
訓
に
し
て
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

熊
本
地
震
に
よ
る
宿
泊
者

キ
ャ
ン
セ
ル
等
の
影
響
に
つ
い
て
の
質
問

の
前
に
あ
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

心
か
ら
の
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
身

内
の
方
、
知
り
合
い
の
方
、
沢
山
の
被
災

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
心
を
痛
め
て
い
る
事

と
思
い
ま
す
。
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
熊
本
地
震
か
ら
２
か
月
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
県
内
被
災
者
は

多
い
時
に
18
万
人
以
上
、
未
だ
行
方
不
明

の
方
も
お
ら
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
49

人
。
震
災
関
連
死
の
方
も
20
人
お
ら
れ
、

住
宅
の
被
害
件
数
は
13
万
２
，
２
０
９
棟

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
吉
市
で
は
４
月

15
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
万
３
千
人
超
で
、
経
済
損
失
は

２
億
５
千
万
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
茶
湯
里
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等

の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

５
月
10
日
現
在
で
の
、

宿
泊
者
の
キ
ャ
ン
セ
ル
状
況
は
４
月
が
１
１
８

名
、金
額
で
１
０
４
万
６
，３
８
１
円
。５

月
で
２
１
２
名
、金
額
で
１
６
９
万
９
，

１
０
３
円
、宴
会
場
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
４
７
１
名
で
、宿
泊

と
宴
会
を
合
わ
せ
ま
す
と
４
５
２
万
９
，

８
６
４
円
の
損
害
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
の
被
害
が
出
た
こ
と
に
よ

り
茶
湯
里
の
運
営
上
影
響
が
出
て
こ
な
い

か
心
配
を
い
た
し
ま
す
が
ど
の
よ
う
な
懸

念
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

今
後
は
株
主
総
会
が
あ
っ
て
、

今
度
の
経
営
の
根
本
に
関
わ
る
よ
う
な
議

論
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

今
の
段
階
で
ど
う
言
っ
た
対
応
、
対
策
す

る
か
と
い
う
の
は
地
震
の
影
響
が
今
後
ど

れ
だ
け
続
く
か
も
含
め
て
検
証
が
必
要
で

す
の
で
、
経
営
的
に
は
厳
し
い
っ
て
い
う

熊
本
地
震
に
よ
る
茶
湯
里
キ
ャ

ン
セ
ル
等
の
影
響
に
つ
い
て

経
営
的
に
は
厳
し
い

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

村 

長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒木　正照議員

こ
と
し
か
こ
こ
で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。給

料
及
び
賞
与
に
つ
い
て
、

従
業
員
の
方
々
は
人
吉
球
磨
に
お
い
て
他

と
比
べ
見
合
っ
た
報
酬
は
貰
っ
て
お
ら
れ

る
か
伺
い
ま
す
。

人
吉
球
磨
以
外
の
給
与

等
の
確
認
は
出
来
ま
せ
ん
が
最
低
賃
金
以

上
の
時
給
は
パ
ー
ト
さ
ん
に
も
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
営
利
企
業
と
い
う
こ
と
で
、

収
益
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
現
段

階
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
待
遇
改
善
等

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難

訓
練
の
計
画
及
び
対
策
に
つ
い
て
、
人
吉

球
磨
に
も
人
吉
南
縁
断
層
が
あ
り
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.1
程
度
の
地
震
の
発
生
が
推
定

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
と
違

う
避
難
訓
練
や
計
画
は
考
え
て
お
ら
れ
る

か
伺
い
ま
す
。

熊
本
地
震
か
ら
２
カ
月
弱
で
ご

産
業
振
興
課
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

災
害
の
対
応
に
つ
い
て

今
の
段
階
で
は
一
般
的
な
計

画
対
策

ＱＡ村 

長

黒
木
議
員

教
育
長

黒
木
議
員

総
務
課
長
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い
て
元
の
給
与
体
制
に
戻

す
の
が
当
然
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
。
村

長
は
こ
の
10
％
ア
ッ
プ
で

満
足
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

議
員
も
職
員
も

含
め
て
適
性
給
与
と
言
う

の
が
世
の
中
に
は
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会

で
こ
う
言
っ
た
議
論
で
い

い
の
か
と
言
う
こ
と
を
議

員
さ
ん
方
も
考
え
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
給
与

は
立
場
に
応
じ
た
適
正
な

給
与
を
今
後
は
考
え
て
そ
の
上
で
仕
事
を

村
民
の
方
を
向
い
て
や
っ
て
行
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村 

長

こ
で
、
２
期
目
に
戻
す
提
案
を
し
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
、
３
期
目
に
入
り
元
に
戻

す
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
を
し
て
答
申
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
別
職
の

村
長
の
給
与
、
議
会
の
皆
さ
ん
方
報
酬
も

含
め
て
考
え
て
行
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
約
は
任
期
４
年
間
の
約
束

毎
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
任
期
中
に
お

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

公
約
の
完
全
実
施
に
向
け
て
今

後
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
も
う
一
度
議
案

と
し
て
提
案
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

先
の
医
療
費
の
助
成
だ
け
で

は
な
く
、
給
食
費
の
完
全
無
料
化
措
置
は

定
住
化
促
進
及
び
人
口
の
流
失
を
止
め
る

た
め
に
も
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
お
願
い

し
て
お
き
ま
す
。

村
長
の
給
与
体
制
を
当
初
に

返
す
予
算
が
、
議
会
の
修
正
に
よ
り
10
％

ア
ッ
プ
と
な
っ
た
が
、
村
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

８
年
前
、
相
良
村
の
財
政
難
と

言
う
こ
と
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
村
長
が
身
を

削
る
思
い
で
20
％
給
与
カ
ッ
ト
を
公
約
に

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
給
与
等
審
議
会
に

諮
り
、
附
則
を
つ
け
て
４
年
経
っ
た
ら
元

に
戻
る
仕
組
み
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無

料
化
予
算
が
４
月
の
臨
時
会
へ
提
案
さ
れ

て
、
議
会
で
給
食
費
の
完
全
無
料
化
は
認

め
な
い
と
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

修
正
可
決
に
対
し
て
村
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

村
長
選
挙
で
の
公
約
で
も
あ
り

ま
す
し
、
尚
且
つ
も
う
一
人
の
候
補
者
も

同
じ
公
約
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
し
、
特
に
財
源
の
確
保
が
出
来
な
い

の
な
ら
と
も
か
く
財
源
の
確
保
が
出
来
る

状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
全
額
補
助
、
無
料

化
の
可
決
を
し
て
頂
き
た
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。今

後
、
給
食
費
の
無
料
化
に

学
校
給
食
費
の
無
料
化
は

も
う
一
度
提
案
し
た
い

ＱＡ

村
長
の
給
与
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

Ｑ村 

長

村 

長

村 

長

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙岡　重盛議員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

答弁される村長
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92
頭
、
ア
ナ
グ
マ
29
頭
、
カ
ラ
ス
38
羽
。

28
年
度
の
獣
害
対
策
の
計
画

は
。

県
の
獣
友
会
会
員
で
編

成
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
、
鉄
砲
隊
が
２
班

19
名
、
ワ
ナ
班
が
１
班
15
名
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
地
隊
、
役
場
職
員
12
名
で
編
成
、

捕
獲
隊
、
実
地
隊
で
連
携
し
被
害
の
減
少

に
繋
げ
た
い
。
又
国
の
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
交
付

金
・
本
村
の
有
害
鳥
獣
防

護
施
設
設
置
補
助
金
の
活

用
を
周
知
徹
底
し
た
い
。

庁
舎
利
用
の

改
善
、
庁
舎
に
つ
い
て
苦

言
は
出
て
い
な
い
か
。

年
に
数
回
高

齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

方
か
ら
２
階
に
行
く
の
は

キ
ツ
イ
の
意
見
。

茂吉　隆典議員

上
園
地
区
の
林
地
開
発
に
つ

い
て
排
水
問
題
、
現
状
で
は
全
量
私
達
の

水
路
に
入
る
ん
で
は
無
い
か
心
配
、
協
定

書
の
内
容
に
つ
い
て地

元
説
明
会
を
昨
年
２

回
今
年
現
地
調
査
を
含
め
２
回
、
県
は
森

林
保
全
課
と
事
業
者
、
村
の
協
議
十
数
回

実
施
、
５
月
県
地
域
振
興
局
で
調
整
池
の

排
水
処
理
案
及
び
浸
透
枡
、
浸
透
管
の
再

計
算
、
枕
砂
地
の
拡
大
案
、
土
地
改
良
区

用
水
路
へ
の
流
入
防
止
策
等
、
事
業
者
に

提
案
、
指
示
。
６
月
再
度
現
地
立
会
排
水

先
の
協
議
、
関
連
の
棚
葉
瀬
地
区
の
意
見

反
映
の
形
で
説
明
を
求
め
て
事
業
者
の
回

答
待
ち
、
今
後
も
安
心
安
全
を
確
保
、
村

の
公
権
的
な
立
場
で
当
開
発
計
画
に
反
対

に
変
わ
り
な
く
県
に
提
出
。

協
定
書
前
回
と
違
っ
て
い
れ

ば
、
頂
き
た
い
。

地
元
の
要
望
案
等
の
不

備
で
協
定
書
の
案
、
策
定
中
、
調
印
ま
だ

で
す
。

慎
重
に
協
議
し
て
頂
く
、
特

に
私
達
の
用
水
路
に
排
水
が
入
水
は
と
ん

で
も
な
い
話
、
ソ
ー
ラ
ー
の
下
に
排
水
路

を
延
長
の
件
、
二
段
目
の
所
、
山
林
に
勝

手
に
排
水
、
確
認
し
て
い
る
か
。

県
が
事
業
主
体
を
呼
び

提
案
指
示
。
一
段
目
の
排
水
路
の
延
長
は

熊
本
地
震
の
影
響
で
二
次
製
品
不
足
で
土

嚢
応
急
的
に
処
理
、
法
面
緑
化
の
吹
き
付

け
終
了
。

管
理
道
切
り
崩
し
、
地
主
に

承
諾
が
無
い
、
下
に
井
戸
も
有
る
。
平
成

27
年
度
の
鳥
獣
被
害
状
況
は
。

被
害
面
積
は
約
２
７
４

ａ
、
被
害
金
額
約
２
５
０
万
円
、
鹿
の
稲

作
被
害
、
ア
ナ
グ
マ
の
茶
園
被
害
、
捕
獲

実
績
、
鹿
７
０
９
頭
、
猪
１
５
０
頭
、
猿

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

上
園
地
区
の
林
地
開
発

協
定
書
策
定
中

ＱＡ

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

被
害
金
額
約
２
５
０
万
円

ＱＡ

庁
舎
利
用
改
善

に
つ
い
て

必
要
か
な
と

思
っ
て
い
る

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

役場正面玄関

村
に
大
分
余
力
が
出
て
き

た
と
、
言
わ
れ
る
の
で
、
今
後
高
齢
者
が

増
え
る
中
で
２
階
に
自
力
で
行
け
る
よ
う

に
、
方
法
は
色
々
あ
る
と
思
う
が
。

２
階
の
建
設
課
・
農
業
委
員
会
、

職
員
が
１
階
で
対
応
、
庁
舎
事
態
が
ハ
ン

デ
ィ
を
負
っ
て
い
る
。
対
応
が
必
要
と
思

う
。 茂

吉
議
員

村 

長
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

　

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
県
民
の

皆
様
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
雨
の
日
が

続
き
、
日
照
不
足
に
よ
り
農
作
物
に

も
影
響
が
あ
り
管
理
が
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。

　

梅
雨
も
明
け
日
差
し
が
大
変
強

く
、日
々
暑
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
に
な
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
熱
中
症
な
ど
に
注
意
さ
れ
、
こ

ま
め
に
水
分
補
給
、
そ
し
て
毎
日
の

食
事
、
睡
眠
を
十
分
に
と
ら
れ
、
こ

の
暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
）

中体連　バレーボール　女子（優勝）全日本中学校通信陸上競技大会熊本大会（個人優勝、入賞）

旬 の 行 事旬 の 行 事

ソフトテニス（優勝）

銃剣道（団体・個人とも優勝）

ソフトボール　女子（優勝）

ソフトボール　男子

郡民体育祭


